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概要

大気中に含まれる微量な揮発性有機化合物を分析する際、捕集した大気をそのままGC/MS分析を行うと
大量の大気成分、N2・O2・CO2・H2Oなどのために有機成分の同定が困難です。
MSTでは、キャニスター管を用いて大気を採取し、測定前に大気成分除去装置を用いて揮発性有機化合
物を濃縮することによって、大気中揮発性有機化合物を高感度に分析することができます。
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■サンプル採取管（キャニスター管）

容量 6L
減圧にした状態で使用します。
（採取時にコックを開け、管内が大気圧に戻る際に
管周囲の雰囲気を管内に取り込みます。）
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大気成分除去装置

ステップ1ステップ2

大気成分は除去装置によって2段階で除去され、揮発性有機化合物（VOCs）のみがGCに導入
されます。
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ステップ1 液体窒素で冷却されたガラスビーズにVOCｓ, H2O, CO2がトラップされ、
N2, O2, Ar, CH4 はポンプによって排除される。

ステップ2 ステップ1のガラスビーズが室温に暖められ、VOCｓとCO2は吸着剤に移動し
H2Oは残され排除される。
また、吸着剤に吸着しないCO2もポンプにより排除される。
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